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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配線又は塗膜を形成するためのペーストに使用される溶剤組成物であって、トリアセチ
ンを１０重量％以上、５０重量％以下含有し、１，３－ブチレングリコールジアセテート
、プロピレングリコールジアセテート、１，４－ブチレングリコールジアセテート、１，
６－ヘキサンジオールジアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテー
ト、プロピレングリコールモノブチルエーテルアセテート、アルキレングリコールジアル
キルエーテル（末端エーテル鎖非対称）、ジアルキレングリコールジアルキルエーテル（
末端エーテル鎖非対称）、３－メトキシブチルアセテート、乳酸アルキルアセテート及び
ジヒドロターピニルアセテートから選ばれる少なくとも１種を４０重量％以上含有する積
層セラミック部品製造用溶剤組成物。
【請求項２】
　トリアセチンを１０重量％以上、５０重量％以下含有し、プロピレングリコールジアセ
テート、プロピレングリコールプロピルメチルエーテル、プロピレングリコールブチルメ
チルエーテル、プロピレングリコールメチルペンチルエーテル、ジプロピレングリコール
プロピルメチルエーテル、ジプロピレングリコールブチルメチルエーテル、ジプロピレン
グリコールメチルペンチルエーテル、乳酸エチルアセテート及びジヒドロターピニルアセ
テートから選ばれる少なくとも１種を４０重量％以上含有する請求項１に記載の積層セラ
ミック部品製造用溶剤組成物。
【請求項３】



(2) JP 5508173 B2 2014.5.28

10

20

30

40

50

 　積層セラミック部品が積層セラミックコンデンサである請求項１に記載の積層セラミ
ック部品製造用溶剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、積層セラミック部品製造工程において、被塗布面を有する部材（以後、「被
塗布面部材」と称する場合がある）に塗布することにより配線又は塗膜を形成することが
できるペーストに含有される積層セラミック部品製造用溶剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　積層セラミック部品としては、コンデンサ、インダクタ、バリスタ、サーミスタ、スピ
ーカ、アクチュエータ、アンテナ、固体酸化物燃料電池（ＳＯＦＣ）などが知られている
。これらはセラミック層又はセラミック層と導体層からなる薄層を重ね合わて形成される
。コンデンサ、インダクタ、バリスタ、サーミスタ、スピーカ、アクチュエータ、アンテ
ナはセラミック層と導体層を組み合わせて積層したものが主であり、固体酸化物燃料電池
（ＳＯＦＣ）はセラミック層のみを複数層積層したものが主である。
【０００３】
　セラミック層等の薄層を積層する方法としては、焼成した層の上に配線又は塗膜を形成
することができるペーストを塗布し、焼成するという工程を繰り返す方法（連続焼成方法
）や、配線又は塗膜を形成することができるペーストの塗布、乾燥を繰り返し行うことで
積層シートを形成し、その後一括して焼成する方法、前記積層シートを更に重ね合わせて
圧着することで高積層化し、その後一括して焼成する方法等の一括焼成方法が知られてい
る。これらの積層方法のなかでも、生産性に優れ、コスト削減につながる点で、焼成処理
を施す前に多層積層し、その後一括して焼成する方法（一括焼成方法）が一般的である。
【０００４】
　積層セラミック部品の一例として積層セラミックコンデンサは、一般的に、次のような
工程を経て製造される。
１：セラミックスの粉末をポリビニルブチラール等のポリビニルアセタール樹脂又はアク
リル樹脂等のバインダー樹脂と溶剤で分散させてスラリーとし、シート状に形成してグリ
ーンシートを得る。
２：ニッケル、パラジウム等の導電性金属材料、エチルセルロース、及びターピネオール
等の有機溶剤を主成分とする導体ペーストを、グリーンシート上にスクリーン印刷法等に
より塗布し配線又は塗膜を形成する。
３：上記導体ペースト中の有機溶剤を乾燥させる。
４：配線又は塗膜が形成されたグリーンシートを所定寸法に切断し、複数枚積み重ねて加
熱圧着して積層体とする。
５：該積層体に電極等を取り付け、高温で焼成させると積層セラミックコンデンサが得ら
れる。　
【０００５】
　上記工程において、導体ペーストをグリーンシート上に塗布すると、導体ペースト中の
有機溶剤がグリーンシートに含まれるバインダー樹脂を溶解する現象が起こる場合がある
。この現象はシートアタック現象と呼ばれている。シートアタック現象は、積層セラミッ
クコンデンサのセラミック層に穴や皺を発生させ、配線又は塗膜形成の不良やショート等
による歩留まりの低下を引き起こす原因となる。
【０００６】
　このような問題は一括焼成方法により製造される他の積層セラミック部品においても同
様に生じる。即ち、配線又は塗膜を形成することができるペーストを被塗布面部材上に塗
布すると、配線又は塗膜を形成することができるペースト中の有機溶剤が被塗布面部材に
含まれるバインダー樹脂を溶解する（被塗布面部材へ侵食する）現象が起こる場合がある
。従来は各層の膜厚が厚かったために被塗布面部材への侵食の問題はそれほど大きくなか
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った。しかし、近年、積層セラミック部品の高性能化、小型化に伴い、装置を構成する導
体層、セラミック層の薄層化が求められるようになり、その結果として、被塗布面部材へ
の侵食が顕著に認められるようになった。
【０００７】
　被塗布面部材への侵食を抑制する方法として、配線又は塗膜を形成することができるペ
ーストに使用する有機溶剤の改善が種々検討された。例えば、特許文献１、２には、有機
溶剤として、ターピネオール水素添加物又はターピネオール水素添加物のアセテートを用
いることが開示されている。しかしながら、ターピネオール水素添加物には２種類の異性
体が存在しており、その上、原料となるターピネオールは本来天然物であり、α－ターピ
ネオール、β－ターピネオール及びγ－ターピネオールの混合物であるため、産地により
混合比や純度に変動がある。そのため、安定して被塗布面部材への侵食を抑制する効果を
発揮することが困難な点が問題であった。
【０００８】
　また、特許文献３には、積層セラミックコンデンサ内部電極用の導電ペーストに、ヘキ
サン酸エチル、酢酸２－エチルヘキシル等を用いることが開示されている。しかしながら
、ヘキサン酸エチル、酢酸２－エチルヘキシル等の有機溶剤は、乾燥工程における温度上
昇により被塗布面部材に含まれるバインダー樹脂の溶解性が高まるため、被塗布面部材へ
の侵食を効果的に防止することができないという問題があった。
【０００９】
　特許文献４には、有機溶剤として、ポリビニルブチラール等のポリビニルアセタール樹
脂やアクリル樹脂等のバインダー樹脂、及びエチルセルロースが不溶性を示し、製造工程
で使用可能な温度帯の上限近くに沸点を有するトリアセチンをベースとし、これにエチル
セルロースが可溶性を示す、低沸点の有機溶剤を特定の割合で加えた溶剤組成物を用いる
ことで被塗布面部材への侵食を防止する発明が開示されている。しかしながら該溶剤組成
物を含有するペーストを塗布した後、常圧加熱乾燥する場合は、長時間の加熱を要するた
め、長時間の加熱によりポリビニルアセタール樹脂をバインダー樹脂とする被塗布面部材
が軟化、変形してしまうという問題が認められた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開平０７－２４０３４０号公報
【特許文献２】特許第２９７６２６８号公報
【特許文献３】特開２００５－１１６５０４号公報
【特許文献４】特開２００９－１４７２０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　従って、本発明の目的は、エチルセルロース等のバインダー樹脂のバインダー性能を十
分に発揮させることができ、被塗布面部材への侵食を生じることなく微細パターン又は薄
膜を精度良く形成することができ、且つ、蒸発乾燥が容易である積層セラミック部品製造
用溶剤組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者は、上記課題を解決するため鋭意検討した結果、有機溶剤として使用するトリ
アセチンは沸点が２６０℃と高く、積層セラミック部品製造用溶剤組成物中の含有量が６
０重量％以上の場合、蒸発させる際の常圧加熱乾燥に長時間を要し、被塗布面部材を長時
間、高温多湿環境下に曝すことになり、そのため、例えばポリビニルアセタール樹脂をバ
インダー樹脂とする被塗布面部材は軟化、変形してしまう場合があることが分かった。
【００１３】
　さらに、トリアセチンと共に他の特定の溶剤を特定の割合で混合して使用すると、エチ
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ルセルロースに対して可溶性を示し、エチルセルロースのバインダー性能を十分に発揮さ
せることができ、同時に、ポリビニルアセタール樹脂に対しては不溶性を示すことができ
る。すなわち、エチルセルロースとポリビニルアセタール樹脂の双方に対する優れた溶解
性のバランスにより、蒸発乾燥に要する時間を短縮することにより被塗布面部材の軟化、
変形を防止することができ、且つ、被塗布面部材への侵食をも防止することができること
を見いだした。本発明はこれらの知見に基づいて完成させたものである。
【００１４】
　すなわち、本発明は配線又は塗膜を形成するためのペーストに使用される溶剤組成物で
あって、トリアセチンを１０重量％以上、５０重量％以下含有し、１，３－ブチレングリ
コールジアセテート、プロピレングリコールジアセテート、１，４－ブチレングリコール
ジアセテート、１，６－ヘキサンジオールジアセテート、プロピレングリコールモノメチ
ルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノブチルエーテルアセテート、アルキレ
ングリコールジアルキルエーテル（末端エーテル鎖非対称）、ジアルキレングリコールジ
アルキルエーテル（末端エーテル鎖非対称）、３－メトキシブチルアセテート、乳酸アル
キルアセテート及びジヒドロターピニルアセテートから選ばれる少なくとも１種を４０重
量％以上含有する積層セラミック部品製造用溶剤組成物を提供する。
【００１５】
　本発明の積層セラミック部品製造用溶剤組成物は、その他、プロピレングリコールジア
セテート、プロピレングリコールプロピルメチルエーテル、プロピレングリコールブチル
メチルエーテル、プロピレングリコールメチルペンチルエーテル、ジプロピレングリコー
ルプロピルメチルエーテル、ジプロピレングリコールブチルメチルエーテル、ジプロピレ
ングリコールメチルペンチルエーテル、乳酸エチルアセテート及びジヒドロターピニルア
セテートから選ばれる少なくとも１種を４０重量％以上含有することが好ましい。なお、
これらの溶剤は、単独で４０重量％以上含有しても、２種以上をあわせて４０重量％以上
含有してもよい。
【００１６】
　積層セラミック部品としては、積層セラミックコンデンサが好ましい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の積層セラミック部品製造用溶剤組成物を用いてニッケル、パラジウム等の導電
性金属材料やエチルセルロース等のバインダー樹脂を混合することにより得られる配線又
は塗膜を形成することができるペーストは、安定して被塗布面部材への侵食を抑制する効
果を発揮することができ、その上、乾燥工程の短縮、簡略化が可能となり、加熱乾燥工程
での被塗布面部材の軟化、変形を防止することができる。また、トリアセチンの含有量を
調整することによりエチルセルロースの溶解度を向上することができる。これにより添加
できるエチルセルロース等のバインダー樹脂量の幅が拡がるため、線幅や被塗布面部材の
原料に合わせてスクリーン印刷する際のエチルセルロース等のバインダー樹脂量を適宜調
整することができるようになり、微細パターン又は薄膜を精度良く形成することができ、
配線パターン又は塗膜の微細化、高密度配線化に対応することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の積層セラミック部品製造用溶剤組成物は、トリアセチンを含有することを特徴
とし、該積層セラミック部品製造用溶剤組成物によりニッケル、パラジウム等の導電性金
属材料やセラミック材料とエチルセルロース等を混合して配線又は塗膜を形成することが
できるペーストを形成する。トリアセチンは、ポリビニルブチラール等のポリビニルアセ
タール樹脂やアクリル樹脂等のバインダー樹脂を溶解しない性質を有するため、配線又は
塗膜を形成することができるペーストの有機溶剤として使用しても、被塗布面部材にバイ
ンダー樹脂として含まれるポリビニルブチラール等のポリビニルアセタール樹脂やアクリ
ル樹脂を溶解することがなく、被塗布面部材に穴や皺が発生すること（被塗布面部材への
侵食、シートアタック現象）を抑制、防止することができる。
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【００１９】
　また、本発明においては、トリアセチンを、１重量％以上、６０重量％未満含有するこ
とを特徴とし、なかでも１重量％以上、４０重量％未満が好ましく、特に１０重量％以上
、３０重量％以下が好ましい。トリアセチン含有量が上記範囲を上回ると、エチルセルロ
ース等のバインダー樹脂のバインダー性能を発揮させることが困難となる傾向があり、そ
の上、配線又は塗膜を形成することができるペーストをスクリーン印刷した後の有機溶剤
の蒸発・乾燥に時間がかかり過ぎるため加熱乾燥中に被塗布面部材の平滑性を大きく損な
う可能性がある。一方、トリアセチン含有量が上記範囲を下回ると、被塗布面部材への侵
食を抑制、防止することが困難となる。
【００２０】
　また、トリアセチンは、単体ではエチルセルロースを溶解しない性質をも有する。その
ため、本発明では、トリアセチンに、エチルセルロースを溶解する他の有機溶剤（以下、
「有機溶剤Ａ」と称する場合がある）を混合することにより、配線又は塗膜を形成するこ
とができるペーストの有機溶剤として使用することを可能とする。
【００２１】
　有機溶剤Ａとしては、トリアセチンと混合することによりエチルセルロースに対しては
溶解性を示すが、ポリビニルブチラール等のポリビニルアセタール樹脂やアクリル樹脂に
対しては溶解性を示さないものが好ましい。ポリビニルブチラール等のポリビニルアセタ
ール樹脂やアクリル樹脂に対して溶解性を示すと、被塗布面部材への侵食（シートアタッ
ク現象）を抑制することが困難となるからである。具体的には、有機溶剤Ａとしては、エ
チルセルロースに対する溶解度が高いものが好ましく、例えば、エチルセルロースの溶解
度が、室温（２５℃）において５ｇ／１００ｇ以上の有機溶剤が好適に用いられる。
【００２２】
　さらに、有機溶剤Ａとしては、通常のセラミック部品製造設備で使用することができる
温度の上限が２６０℃程度であり、また、トリアセチンの沸点も２６０℃であることから
、沸点が２６０℃未満のものが好ましい。
【００２３】
　有機溶剤Ａとしては、例えば、１，３－ブチレングリコールジアセテート、プロピレン
グリコールジアセテート、１，４－ブチレングリコールジアセテート、１，６－ヘキサン
ジオールジアセテート、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレ
ングリコールモノブチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノエチルエーテル
アセテート、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコ
ールジメチルエーテル、アルキレングリコールジアルキルエーテル（末端エーテル鎖非対
称）、ジアルキレングリコールジアルキルエーテル（末端エーテル鎖非対称）、３－メト
キシブチルアセテート、乳酸アルキルアセテート及びジヒドロターピニルアセテート等が
挙げられる。これらの溶剤は単独で、または２種以上を混合して使用することができる。
本発明においては、これらの中から選ばれる少なくとも１種を用いることが好ましい。
【００２４】
　本発明においては、なかでも、プロピレングリコールジアセテート、アルキレングリコ
ールジアルキルエーテル（末端エーテル鎖非対称）、ジアルキレングリコールジアルキル
エーテル（末端エーテル鎖非対称）、乳酸アルキルアセテート及びジヒドロターピニルア
セテートから選ばれる少なくとも１種を用いることが特に好ましい。
【００２５】
　さらに好ましくはプロピレングリコールジアセテート、プロピレングリコールプロピル
メチルエーテル、プロピレングリコールブチルメチルエーテル、プロピレングリコールメ
チルペンチルエーテル、ジプロピレングリコールプロピルメチルエーテル、ジプロピレン
グリコールブチルメチルエーテル、ジプロピレングリコールメチルペンチルエーテル、乳
酸エチルアセテート及びジヒドロターピニルアセテートから選ばれる少なくとも１種を４
０重量％以上含有することが好ましい。
【００２６】
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　アルキレングリコールジアルキルエーテル（末端エーテル鎖非対称）としては、例えば
、エチレングリコールエチルメチルエーテル、エチレングリコールメチルプロピルエーテ
ル、エチレングリコールブチルメチルエーテル、エチレングリコールメチルペンチルエー
テル、エチレングリコールエチルプロピルエーテル、エチレングリコールブチルエチルエ
ーテル、エチレングリコールエチルペンチルエーテル、エチレングリコールブチルプロピ
ルエーテル、エチレングリコールブチルペンチルエーテル、エチレングリコールペンチル
プロピルエーテルなどの末端エーテル鎖部分が異なるエチレングリコールジアルキルエー
テル（直鎖、分岐鎖の違いも異種とする）；プロピレングリコールエチルメチルエーテル
、プロピレングリコールメチルプロピルエーテル、プロピレングリコールブチルメチルエ
ーテル、プロピレングリコールメチルペンチルエーテル、プロピレングリコールエチルプ
ロピルエーテル、プロピレングリコールブチルエチルエーテル、プロピレングリコールエ
チルペンチルエーテル、プロピレングリコールブチルプロピルエーテル、プロピレングリ
コールブチルペンチルエーテル、プロピレングリコールペンチルプロピルエーテルなどの
末端エーテル鎖部分が異なるプロピレングリコールジアルキルエーテル（直鎖、分岐鎖の
違いも異種とする）（異性体も含む）等を挙げることができる。これらの中でもプロピレ
ングリコールメチルプロピルエーテル、プロピレングリコールブチルメチルエーテル、プ
ロピレングリコールメチルペンチルエーテルが好ましく用いられる。
【００２７】
　ジアルキレングリコールジアルキルエーテル（末端エーテル鎖非対称）としては、例え
ば、ジエチレングリコールエチルメチルエーテル、ジエチレングリコールメチルプロピル
エーテル、ジエチレングリコールブチルメチルエーテル、ジエチレングリコールメチルペ
ンチルエーテル、ジエチレングリコールエチルプロピルエーテル、ジエチレングリコール
ブチルエチルエーテル、ジエチレングリコールエチルペンチルエーテル、ジエチレングリ
コールブチルプロピルエーテル、ジエチレングリコールブチルペンチルエーテル、ジエチ
レングリコールペンチルプロピルエーテルなどの末端エーテル鎖部分が異なるジエチレン
グリコールジアルキルエーテル（直鎖、分岐鎖の違いも異種とする）；ジプロピレングリ
コールエチルメチルエーテル、ジプロピレングリコールメチルプロピルエーテル、ジプロ
ピレングリコールブチルメチルエーテル、ジプロピレングリコールメチルペンチルエーテ
ル、ジプロピレングリコールエチルプロピルエーテル、ジプロピレングリコールブチルエ
チルエーテル、ジプロピレングリコールエチルペンチルエーテル、ジプロピレングリコー
ルブチルプロピルエーテル、ジプロピレングリコールブチルペンチルエーテル、ジプロピ
レングリコールペンチルプロピルエーテルなどの末端エーテル鎖部分が異なるジプロピレ
ングリコールジアルキルエーテル（直鎖、分岐鎖の違いも異種とする）（異性体も含む）
等を挙げることができる。これらの中でもジプロピレングリコールメチルプロピルエーテ
ル、ジプロピレングリコールブチルメチルエーテル、ジプロピレングリコールメチルペン
チルエーテルが好ましく用いられる。
【００２８】
　乳酸アルキルアセテートとしては、アルキル基が直鎖アルキル基又は分岐アルキル基の
何れであってもよく、例えば、乳酸メチルアセテート、乳酸エチルアセテート、乳酸プロ
ピルアセテート、乳酸イソプロピルアセテート、乳酸ブチルアセテート、乳酸ｔ－ブチル
アセテート等を挙げることができる。本発明においては、これらの中でも乳酸エチルアセ
テートが好ましく用いられる。
【００２９】
　有機溶剤Ａの含有量としては、４０重量％以上であることが好ましい。有機溶剤Ａの含
有量の上限は９９重量％である。有機溶剤Ａの含有量が４０重量％を下回ると、エチルセ
ルロースに対する溶解性が不十分となり、エチルセルロースのバインダー性能を発揮させ
ることが困難となる傾向がある。一方、有機溶剤Ａの含有量が９９重量％を上回ると、被
塗布面部材への侵食を抑制、防止することが困難となる傾向がある。
【００３０】
　上記の組成範囲においては任意に他の溶剤を添加することができる。添加する溶剤とし
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ては例えば、シクロアルキルアルコール、シクロアルキルアセテート、アルキレングリコ
ール、アルキレングリコールジアセテート、アルキレングリコールモノエーテル、アルキ
レングリコールモノアルキルエーテルアセテート、ジアルキレングリコールモノエーテル
、ジアルキレングリコールジアルキルエーテル、ジアルキレングリコールモノアルキルエ
ーテルアセテート、トリアルキレングリコールモノエーテル、トリアルキレングリコール
モノアルキルエーテルアセテート、３－メトキシブタノール、３－メトキシブタノールア
セテート、テトラヒドロフルフリルアルコール、テトラヒドロフルフリルアルコールアセ
テート、テルペン系化合物とその誘導体等が挙げられる。
【００３１】
　シクロアルキルアルコールとしては、例えば、シクロヘキサノール、シクロペンタノー
ル、シクロオクチルアルコール、メチルシクロヘキシルアルコール、エチルシクロヘキシ
ルアルコール、プロピルシクロヘキシルアルコール、イソプロピルシクロヘキシルアルコ
ール、ブチルシクロヘキシルアルコール、イソブチルシクロヘキシルアルコール、ｓ－ブ
チルシクロヘキシルアルコール、ｔ－ブチルシクロヘキシルアルコール、ペンチルシクロ
ヘキシルアルコール等のＣ1-5アルキル基等の置換基を有していているシクロアルキルア
ルコール；３員～１５員のシクロアルキルアルコール等を挙げることができる。
【００３２】
　シクロアルキルアセテートとしては、例えば、シクロヘキシルアセテート、シクロペン
チルアセテート、シクロオクチルアセテート、メチルシクロヘキシルアセテート、エチル
シクロヘキシルアセテート、プロピルシクロヘキシルアセテート、イソプロピルシクロヘ
キシルアセテート、ブチルシクロヘキシルアセテート、イソブチルシクロヘキシルアセテ
ート、ｓ－ブチルシクロヘキシルアセテート、ｔ－ブチルシクロヘキシルアセテート、ペ
ンチルシクロヘキシルアセテート等のＣ1-5アルキル基等の置換基を有しているシクロア
ルキルアセテート；３員～１５員のシクロアルキルアセテート等を挙げることができる。
【００３３】
　アルキレングリコールとしては、例えば、エチレングリコール、プロピレングリコール
、１，３－プロパンジオール、１，３－ブチレングリコール、１，４－ブチレングリコー
ル、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール等が挙げられる。
【００３４】
　アルキレングリコールジアセテートとしては、例えば、エチレングリコールジアセテー
ト、１，３－プロパンジオールジアセテート、１，５－ペンタンジオールジアセテート等
が挙げられる。
【００３５】
　アルキレングリコールモノエーテルとしては、例えば、エチレングリコールモノメチル
エーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコールモノプロピルエ
ーテル、エチレングリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールモノペンチルエー
テル等のエチレングリコールモノＣ1-5アルキルエーテル；プロピレングリコールモノメ
チルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテル、プロピレングリコールモノプ
ロピルエーテル、プロピレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコールモノ
ペンチルエーテル等のプロピレングリコールモノＣ1-5アルキルエーテル等を挙げること
ができる。
【００３６】
　アルキレングリコールモノアルキルエーテルアセテートとしては、例えば、エチレング
リコールモノメチルエーテルアセテート、エチレングリコールモノエチルエーテルアセテ
ート、エチレングリコールモノプロピルエーテルアセテート、エチレングリコールモノブ
チルエーテルアセテート、エチレングリコールモノペンチルエーテルアセテート等のエチ
レングリコールモノＣ1-5アルキルエーテルアセテート；プロピレングリコールモノエチ
ルエーテルアセテート、プロピレングリコールモノプロピルエーテルアセテート、プロピ
レングリコールモノペンチルエーテルアセテート等のプロピレングリコールモノＣ1-5ア
ルキルエーテルアセテート等を挙げることができる（異性体を含む）。
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【００３７】
　ジアルキレングリコールモノエーテルとしては、例えば、ジエチレングリコールモノメ
チルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノプ
ロピルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノ
ペンチルエーテル等のジエチレングリコールモノＣ1-5アルキルエーテル；ジプロピレン
グリコールモノメチルエーテル、ジプロピレングリコールモノエチルエーテル、ジプロピ
レングリコールモノプロピルエーテル、ジプロピレングリコールモノブチルエーテル、ジ
プロピレングリコールモノペンチルエーテル等のジプロピレングリコールモノＣ1-5アル
キルエーテル等を挙げることができる（異性体を含む）。
【００３８】
　ジアルキレングリコールジアルキルエーテルとしては、例えば、ジエチレングリコール
ジメチルエーテル、ジエチレングリコールジエチルエーテル、ジエチレングリコールジプ
ロピルエーテル、ジエチレングリコールジブチルエーテル、ジエチレングリコールジペン
チルエーテル等のジエチレングリコールＣ1-5アルキルＣ1-5アルキルエーテル；ジプロピ
レングリコールジエチルエーテル、ジプロピレングリコールジプロピルエーテル、ジプロ
ピレングリコールジブチルエーテル、ジプロピレングリコールジペンチルエーテル等のジ
プロピレングリコールＣ1-5アルキルＣ1-5アルキルエーテル等を挙げることができる（異
性体を含む）。
【００３９】
　ジアルキレングリコールモノアルキルエーテルアセテートとしては、例えば、ジエチレ
ングリコールモノメチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールモノプロピルエーテ
ルアセテート、ジエチレングリコールモノペンチルエーテルアセテート等のジエチレング
リコールモノＣ1-5アルキルエーテルアセテート；ジプロピレングリコールモノエチルエ
ーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノプロピルエーテルアセテート、ジプロピ
レングリコールモノブチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノペンチルエ
ーテルアセテート等のジプロピレングリコールモノＣ1-5アルキルエーテルアセテート等
を挙げることができる（異性体を含む）。
【００４０】
　トリアルキレングリコールモノエーテルとしては、例えば、トリエチレングリコールモ
ノメチルエーテル、トリエチレングリコールモノエチルエーテル、トリエチレングリコー
ルモノプロピルエーテル、トリエチレングリコールモノブチルエーテル、トリエチレング
リコールモノペンチルエーテル等のトリエチレングリコールモノＣ1-5アルキルエーテル
；トリプロピレングリコールモノメチルエーテル、トリプロピレングリコールモノエチル
エーテル、トリプロピレングリコールモノプロピルエーテル、トリプロピレングリコール
モノブチルエーテル、トリプロピレングリコールモノペンチルエーテル等のトリプロピレ
ングリコールモノＣ1-5アルキルエーテル等が挙げられる（異性体を含む）。
【００４１】
　トリアルキレングリコールモノアルキルエーテルアセテートとしては、例えば、トリエ
チレングリコールモノメチルエーテルアセテート、トリエチレングリコールモノエチルエ
ーテルアセテート、トリエチレングリコールモノプロピルエーテルアセテート、トリエチ
レングリコールモノブチルエーテルアセテート、トリエチレングリコールモノペンチルエ
ーテルアセテート等のトリエチレングリコールモノＣ1-5アルキルエーテルアセテート；
トリプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、トリプロピレングリコールモ
ノエチルエーテルアセテート、トリプロピレングリコールモノプロピルエーテルアセテー
ト、トリプロピレングリコールモノブチルエーテルアセテート、トリプロピレングリコー
ルモノペンチルエーテルアセテート等のトリプロピレングリコールモノＣ1-5アルキルエ
ーテルアセテート等を挙げることができる（異性体を含む）。
【００４２】
　テルペン系化合物とその誘導体としては、例えば、ターピネオール、ジヒドロターピネ
オール、ジヒドロターピニルプロピオネート、リモネン、メンタン、メントール等が挙げ
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【００４３】
　本発明に係る積層セラミック部品製造用溶剤組成物は、上記構成により、エチルセルロ
ース等のバインダー樹脂のバインダー性能を十分に発揮させることができ、被塗布面部材
への侵食を生じることなく微細パターン又は薄膜を精度良く形成することができ、且つ、
容易に蒸発乾燥することができる。本発明に係る積層セラミック部品製造用溶剤組成物は
、例えば、コンデンサ、インダクタ、バリスタ、サーミスタ、スピーカ、アクチュエータ
、アンテナ、固体酸化物燃料電池（ＳＯＦＣ）などの積層セラミック部品（特に、積層セ
ラミックコンデンサ）製造用溶剤組成物として有用である。
【実施例】
【００４４】
　以下に、実施例に基づいて本発明をより詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例に
より何ら限定されるものではない。
【００４５】
　実施例１～３７、比較例１～６
　下記表１、２に記載の比率で、トリアセチン（商品名「ＤＲＡ－１５０」、ダイセル化
学工業（株）製）と有機溶剤Ａとを混合して積層セラミック部品製造用溶剤組成物を調製
した。該溶剤組成物を４つに分け、第１の溶剤組成物にポリビニルブチラール樹脂（商品
名「エスレックＢＬ－Ｓ」、積水化学（株）製）を、第２の溶剤組成物にポリビニルブチ
ラール樹脂（商品名「エスレックＢＬ－１」、積水化学（株）製）を第３の溶剤組成物に
ポリビニルブチラール樹脂（商品名「エスレックＢＨ－３」、積水化学（株）製）、第４
の溶剤組成物にエチルセルロース（商品名「エトセルＳＴＤ」、ダウ・ケミカル社製）を
それぞれ樹脂濃度が５重量％になるように添加し、液温６５℃で３時間加熱溶解後、放冷
した。
【００４６】
　評価
　実施例及び比較例において得られた液温６５℃で３時間加熱溶解操作を行った時点（下
記表で「６５℃」と表記）と、その後、室温（２５℃）で放冷した時点（下記表で「室温
」と表記）において、目視観察により各樹脂が各溶剤組成物に対して溶解性を示すか否か
を下記の基準で評価するとともに、各溶剤組成物の溶剤性能を下記の基準で総合的に評価
した。
　＜樹脂溶解性の評価基準＞
　　◎：樹脂がすべて溶解した。
　　○：樹脂がほぼ溶解した。
　　△：樹脂が一部溶解した。
　　×：樹脂が不溶であった。
　＜溶剤組成物の溶剤性能の評価基準＞
　　「エスレックＢＬ－Ｓ」、「エスレックＢＬ－１」、「エスレックＢＨ－３」のいず
れかに室温（２５℃）で不溶解性（△または×）を示し、且つ「エトセルＳＴＤ」を完溶
する（◎）溶剤組成物：○（被塗布面部材への侵食が起こりにくく、且つエチルセルロー
スのバインダー性能を発揮させることができる）
　　上記以外の溶剤組成物：×
【００４７】
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【表１】

【００４８】
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【表２】

【００４９】
　表中の有機溶剤Ａの略号は以下の通りである。
ＤＰＮＰＭ：ジプロピレングリコールプロピルメチルエーテル（ダイセル化学工業（株）
製）
メンタノールＡＣ：ジヒドロターピニルアセテート（日本香料薬品（株）製）
ＰＧＤＡ：プロピレングリコールジアセテート（ダイセル化学工業（株）製）
ＰＮＢＭ：プロピレングリコールブチルメチルエーテル（ダイセル化学工業（株）製）
ＥＬＡ：乳酸エチルアセテート（ダイセル化学工業（株）製）
ＤＰＮＢＭ：ジプロピレングリコールブチルメチルエーテル（ダイセル化学工業（株）製
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）
ＰＮＰＥＭ：プロピレングリコールメチルペンチルエーテル（ダイセル化学工業（株）製
）
ＤＰＮＰＥＭ：ジプロピレングリコールメチルペンチルエーテル（ダイセル化学工業（株
）製）
ＰＮＰＭ：プロピレングリコールプロピルメチルエーテル（ダイセル化学工業（株）製）
α－ＴＰＯ：α－ターピネオール（東京化成工業（株）、試薬）
メンタノール：ジヒドロターピネオール（日本香料薬品（株）製）
ＣＨＸＡ：シクロヘキシルアセテート（ダイセル化学工業（株）製）
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